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本
年
５
月
24
日
に
山
梨
県
西に

し
や
つ
し
ろ
ぐ
ん

八
代
郡
の
正

し
ょ
う
た
い
さ
ん

体
山
で
行
わ
れ
た
正
体
山
60
周
年
記

念
祭
典
で
、
正
体
山
祭
典
で
は
初
と
な
る
お
抹
茶
接
待
を
、
直
心
会
関
東
教
区
連

合
会
長
た
ち
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
の
発
端
は
、
今
年
の
み
ろ
く

大
祭
茶
席
献
労
打
ち
合
わ
せ
の
時
に
、堀
越
晴
子
直
心
会
山
梨
連
合
会
長
か
ら
「
長

く
執
行
さ
れ
て
い
る
正
体
山
祭
典
は
大
本
な
の
に
お
抹
茶
を
提
供
で
き
て
い
な
い

の
が
す
ご
く
気
に
な
っ
て
、
ど
う
か
こ
の
記
念
祭
典
で
お
抹
茶
を
お
出
し
し
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
の
吐
露
か
ら
で
し
た
。
直
心
会
埼
玉
連
合
会
長
が
か
つ
て
、
椅

子
の
み
で
お
抹
茶
接
待
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
か
ら
、場
の
空
気
が
「
何

と
か
な
る
わ
よ
」
か
ら
「
何
と
か
し
よ
う
」
と
士
気
が
上
が
り
、
知
恵
と
道
具
を

出
し
合
っ
て
堀
越
連
合
会
長
を
中
心
に
計
画
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

祭
典
で
の
お
抹
茶
接
待
が
決
定
し
て
か
ら
は
、
水
の
確
保
や
水
屋
等
の
場
所
設

定
か
ら
数
茶
碗
、
茶
筅
、
タ
オ
ル
布
巾
、
洗
い
桶
、
献
茶
用
道
具
一
式
、
脇
引
き

な
ど
細
か
く
考
え
準
備
し
、
事
前
搬
入
し
て
祭
典
前
日
に
現
地
入
り
で
す
。

　

大
本
東
京
本
部
か
ら
金
明
水
20
㍑
と
、
大
本
山
梨
主
会
さ
ま
か
ら
テ
ン
ト
や
机

椅
子
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等
々
の
ご
提
供
を
得
て
、
麓
の
一い

ち
の
み
や
あ
さ
ま
じ
ん
じ
ゃ

宮
浅
間
神
社
本
殿
境

内
に
接
待
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
祭
典
の
前
夜
に
、
宿
舎
で
山
梨
銘
菓
〝
白
玉
う

さ
ぎ
〟
と
上

か
ん
ば
や
し
し
ゅ
ん
し
ょ
う

林

春

松
本
店
の
抹
茶
を
ふ
る
っ
た
献
茶
セ
ッ
ト
を
準
備
し
て
、
山

頂
神
饌
部
隊
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

祭
典
当
日
の
朝
は
、
境
内
の
水
屋
で
せ
か
せ
か
と
沸
か
し
た
献
茶
用
白
湯
を
沸

騰
直
前
に
ボ
ト
ル
へ
詰
め
、
そ
の
白
湯
で
献
茶
を
点
て
ま
し
た
。
そ
の
後
の
接
茶

も
順
調
に
進
み
、
最
後
の
方
は
列
車
の
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
片
付
け
を
し
つ
つ

も
、
着
替
え
を
す
る
、
と
バ
タ
バ
タ
で
し
た
が
、
参
拝
者
・
祭
員
・
献
労
ご
奉
仕

の
皆
さ
ま
の
計
１
０
４
名
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
堀
越
連
合
会
長
と
は
別
行
動
に
な
り
ま
し
た
が
、
帰
り
の
駅
で
少
し
時
間

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
購
入
し
た
飲
み
物
で
お
互
い
に
お
疲
れ
様
の

乾
杯
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
帰
路
で
は
そ
れ
ま
で
曇
天
続

き
だ
っ
た
空
に
、
富
士
山
頂
が
見
え
た
と
堀
越
連
合
会
長
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
木

花
咲
耶
姫
命
さ
ま
か
ら
お
か
げ
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
心
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

正
体
山
記
念
祭
典
で
抹
茶
接
待

直
心
会
関
東
教
区
連
合
会
常
任
委
員
　
石 

井
　
宣 

江



　

東
光
苑
月
次
祭
・
人
類
愛
善
会
創
立
記

念
祭
典
・
市
杵
島
姫
命
例
祭
は
６
月
14
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
椎
野
恭
三

祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、
２
６
０
人

が
参
拝
し
た
＝
写
真
左
。

　

祭
員
は
神
奈
川
主
会
が
、
伶
人
は
二
絃

の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
秋
山

智
千
葉
主
会
長
が
担
当
。
東
光
庵
で
は
、

添
釜
が
か
け
ら
れ
、
茨
城
主
会
が
担
当
し

た
＝
写
真
下
左
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
直
心
会
東
京

連
合
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
（
＝
写
真
下
右
）

と
後
継
者
育
成
基
金
バ
ザ
ー
、
南
米
青
年

訪
日
交
流
支
援
の
梅
干
し
バ
ザ
ー
が
、
３

階
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
青
松
会
に
よ
る
味
噌
汁

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
。

⑥

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　昭和 27 年 4 月 1 日、出口直日三代教主の
ご就任から始まった報身みろく神業が、激動
する日本や世界の潮流の中でどのように進め
られたかをふり返り、今日の五代教主時代の
ご神業の意義についてお話しさせていただき
ます。

６
月
の
東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

正
体
山
60
周
年
記
念
祭
典
参
拝
ツ
ア
ー

　

東
京
本
部
主
催
「
正
体
山
60
周

年
記
念
祭
典
参
拝
ツ
ア
ー
」
は
５

月
23
・
24
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
、

36
人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　

23
日
午
前
９
時
に
東
京
本
部
を

出
発
。
富
士
山
五
合
目
の
富
士

山
小
御
嶽
神
社
に
参
拝
の
後
、
勝

沼
に
移
動
し
、
盛
田
甲
州
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
見
学
。
引
き
続
き
、
山
梨

分
所
に
参
拝
し
て
、
甲
府
市
内
の

ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

　

24
日
午
前
８
時
50
分
に
ホ
テ
ル

を
出
発
し
、
一
宮
浅
間
神
社
に
移

動
。
木
花
咲
耶
姫
命
さ
ま
を
お
ま

つ
り
す
る
正
体
山
に
登
り
、
午
前

11
時
、
正
体
山
60
周
年
記
念
祭
典

に
参
拝
。

  

　　講師：串崎　哲講師：串崎　哲（大本（大本大道場講師大道場講師））

報身みろく神業の足跡報身みろく神業の足跡
８８月月2525日（火）日（火）19：00 〜19：00 〜
東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座

東光苑大道場修行東光苑大道場修行

日　程日　程	 	９月 19日（土）　午前９時（受付）９月 19日（土）　午前９時（受付）
	 	～９月 21 日（	 	～９月 21 日（月・祝日月・祝日） 　正午ごろ） 　正午ごろ

会　場会　場		 大本東京本部・東光苑大本東京本部・東光苑

内内　　容容 	 	 	 	大道場修行初日の「大本の出現」～４日目大道場修行初日の「大本の出現」～４日目
	 	の「大本の使命」までの講座を実施	 	の「大本の使命」までの講座を実施（梅松 （梅松 
	 	苑での講座を受講すると、全日程が修了）	 	苑での講座を受講すると、全日程が修了）

参加費参加費	 		 	4,500 円（宿泊・食費を含む）4,500 円（宿泊・食費を含む）　　
　　　　　　　　	 		 	※※「修行のしおり」が令和７年７月から新 「修行のしおり」が令和７年７月から新 
		 		 しくなりました。新装版しくなりました。新装版をお持ちでない方をお持ちでない方
		 		 は、 別途でご購入頂きます（1,000 円）は、 別途でご購入頂きます（1,000 円）

定　員定　員        20 人（定員に達し次第、締め切り）20人（定員に達し次第、締め切り）
　　　　　　　　※宿泊は相部屋となります。分割受講も可能です。※宿泊は相部屋となります。分割受講も可能です。

申　込申　込      		氏名、所属、食事、「修行のしおり」の氏名、所属、食事、「修行のしおり」の
		 要否を明記の上、下記までお申込み下さい要否を明記の上、下記までお申込み下さい
		 Email：k-nishiyama@oomoto.or.jp【担当：西山】Email：k-nishiyama@oomoto.or.jp【担当：西山】
　	 	　	 	 Tel：03-3821-3701 ／ FAX：03-3821-5283Tel：03-3821-3701 ／ FAX：03-3821-5283

締　切締　切　　９月 12 日（土９月 12 日（土））
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講
師　

串
崎　

哲

講
師　

串
崎　

哲
（（
大
本
大
道
場
講
師
）

大
本
大
道
場
講
師
）

～戦後教団の歩みと五代教主時代の神業～～戦後教団の歩みと五代教主時代の神業～

　

祭
典
後
、
教
主
さ
ま
の
ご
あ
い

さ
つ
を
音
声
で
拝
聴
。
麓
の
一
宮

浅
間
神
社
で
直
心
会
関
東
連
合
会

に
よ
る
薄
茶
を
頂
き
、
午
後
２
時

30
分
に
同
神
社
を
出
発
。
午
後
７

時
過
ぎ
東
京
本
部
に
帰
苑
し
た
。

　


